
■お役人の本音■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 110号 

 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：お役人の本音 

 

先日、S区の保健所担当者が僕を訪ねて笑恵館を訪れ、いきなり「住宅宿泊事業法案」についての話を切り出し

てきた。この法案はいわゆる「民泊法案」で、6月 1日衆議院を通過した。参議院での審議を経て今国会で成立

すると、早ければ 2018 年１月にも施行される見通しだという。訪日外国人が、これまでの急増に留まらず今後

の増加も見込まれる中、民泊市場が急速に拡大しているが、実質的な運営者が誰なのか分かりにくく、騒音問題、

やゴミ問題が次々と浮上し、自治体に寄せられる民泊に関する苦情や相談も増えている。この法案は、民泊の主

要プレイヤーとなる民泊ホストや代行会社、Airbnb などの民泊サイト運営事業者に対して届出制度や登録制度

を設けることで適切な規制体系を築くことを目的とする。 

 

法案の具体的な内容について少し触れると、民泊ホストなどの住宅宿泊事業者に対しては都道府県知事への届出

を義務付ける他、年間提供日数の上限は 180日とし、地域の実情を反映し上乗せ条例によってさらに厳しい日数

制限を設けることができるようにする。また、家主居住型の民泊ホストについては、住宅宿泊事業の適正な遂行

のための措置（衛生確保措置、騒音防止のための説明、苦情への対応、宿泊者名簿の作成・備付け、標識の掲示

等）が義務付けられる。民泊の運営代行を行う住宅宿泊管理業者には国土交通大臣の登録必要となり、民泊の仲

介サイトを運営する事業者については観光庁長官の登録が必要になる。 

 

なぜ S区の保健所がこんな相談に来たのかと言うと、旅館業法に関する許認可業務は保健所の管轄なので、この

問題に関する検討を開始したとのこと。一般にこの法律は、地域内の旅館など既存宿泊事業者との調整が必要に

なるのだが、S区は住宅街のため旅館やホテルはほとんど存在せず、むしろこの法案によって民泊の無法地帯が

出現する恐れを警戒しているようだ。そこで、法案の施行に先立ち区としての「民泊の望ましい姿」的なビジョ



ンを描き、空き家、無縁社会、高齢化などの地域課題を解消するきっかけとしてしまう「裏技」はあり得ないだ

ろうか…という趣旨の相談をしたいという。やってきた 3 人のうち O さんはいわゆる専門職の方で、数年ごと

に配置の変わる一般職と異なり、長年この仕事に携わっているため、この法案から感じられる大きな可能性を是

非とも活かしたいと熱く語る。僕の方も、すっかりほだされ、次第に本気になってくる自分を感じていた。 

 

そこで僕は、千駄木の HAGISO の例を挙げ、商店街の中にフロント機能を持つカフェがあることで、地域内の

老朽アパートが民泊施設になるだけでなく、地域内の飲食店や銭湯など町全体を宿泊施設に見立てることにより、

地域から応援されるビジネスを構築できる可能性を示したところ、Oさんも、地域に根差した商店にフロント機

能を持たせることで、ゴミや苦情の対応ができないかと考えていて、一気に話は盛り上がった。S区内の住み開

きプロジェクトやシェアハウスやゲストハウスなどのプレイヤーたちにこちらから呼びかけて、地域ごとに緩や

かな民泊ネットワークを構築するべきだ。そうすることで、現状バラバラな区民のコミュニティがつながってい

くかもしれない。さらには、東京オリンピックに向け迷走する観光施策にも、具体的な目的を提示できるかもし

れない。 

 

話は違うが、今日はMさんのお誘いで「福生のまち歩き」に参加した。福生と言えば、東側エリアの横田基地、

米軍ハウスが有名だが、今日は西側の玉川上水からさらに引き込まれた水路でつながる「昔の福生」を訪ねる散

策だった。正直言って「何か発見があればいいな」程度の思いで参加したのだが、歩き始めてびっくりした。ま

ず初めに訪れた「旧ヤマジュウ田村家住宅」では、左官職人の窪田さんが待っていて、古民家の説明はそこそこ

に、左官の話や、昔のまちの様子を記憶で描いた多数の絵を見ながらのお話に、一同釘付けに。散策には、地元

の旧家のご主人が同行して下さり、個人宅に入り込んで水路と交わる昔の暮らしの名残を見せていただいた。ま

た、昨年オープンしたばかりの「加美上水公園ビジターセンター」では、施設を運営する自然塾塾長の Kさんか

ら「今この施設は福生市が所有者から買い取る方向で検討されているんですが、本当は僕が購入して蕎麦屋でも

やった方が絶対にうまく行くと思うんだけどね」と本音がチラリ。Kさんが元都庁職員だったと聞いて、僕はそ

の言葉の意味は大きいと思った。 

 

今回の法案が、特段素晴らしいとは思わないし、単に許認可制度の拡充をしただけと言えばそうだろう。だが僕

は、そろそろそういう考え方を変えるべきなのは、僕たち市民の側なのではないかと感じている。民泊は、まさ

に現状社会の盲点を突く巨大な抜け穴ビジネスだ。しかし今、我が国はこれを単に取り締まるのでなく、うまく

利用する道を探らざるを得ない状況だ。そこで作られる制度は、所詮取り締まりと許認可の組み合わせに過ぎな

いが、その抜け道をかいくぐるいたちごっこに進むのか、社会を進化させるためのハードルとして官民協力して

挑むのか、決めるのは僕ら自身だと思う。もしも前者を選ぶのなら、役所の本音を事なかれ主義と決めつけてい

けばいい。だがもしも後者を選ぶなら、熱く語る役人の意見に耳を澄まし、その上を行く提案をすべきだと思う。

もちろん僕は、熱く語る役人の言葉を真に受けて、彼らが困るくらいに暴れてやろうと思っている。 

 

http://nanoni.co.jp/20170604-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のお知らせ：2件 

 

a.第三回ニッチ大学のご案内（告知文より） 

 



ニッチ大学とは、日大商学部の学生を中心に思い思いの世界観について語る会になります。 

 

今回は、新企画はもちろんのこと、新しくゲスト講師が参加するなど、よりパワーアップしてお送りいたします

ので、振るってご参加下さい。 

全体の内容は、出産、音楽ゲーム、水族館などについて講義を行う予定です！ 

  

途中入退出は自由です。お気軽にどうぞ！ 

ニッチ大学の詳細は下記、ないし、チラシを参照してください。 

  

第三回ニッチ大学の詳細 

・日時…6月 10日 10時から 15時 

・場所…佐久間さん家： 

〒157-0073  東京都世田谷区砧５丁目２３-７ 

・料金…500円 

・連絡先… 

 niche.university.2017@gmail.com 

浜谷翔平 

  

ご質問などがございましたら、上記のメールアドレスにご連絡ください。 

よろしくお願い致します。 

 

b.チャレンジアシストプログラム 

 

東京都の主催する、若者のチャレンジを支援する助成金事業で、2012 年から審査員として参加しています。こ

の事業のおかげで、多くの元気な若者たちと知り合うことができました。今年度も書類審査を経た 10 組のチャ

レンジャーが公開プレゼンテーションを行います。どなたでも観覧できますので、よろしければ是非お越しくだ

さい。 

日時：6月 11日(日) 10：00～17:00  

会場：BumB(ぶんぶ)東京スポーツ文化館 2F 研修ルーム B 

   東京都江東区夢の島２丁目１−３ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. まつむら塾 

 

■開催予定 講義＋演習 

・日程 6/8,22（第 2,4木金曜日）19-21時 笑恵館 

・その他会場募集 

まつむら塾を開催させてくださる会場を募集しています。会場提供者は、受講料免除といたします。 

 

■自習室 http://nanoni.co.jp/juku/ 

まつむら塾の講義内容を、自由に閲覧できるサイトです。 



 

■オンラインまつむら塾：まつむら塾の演習をオンラインで体験できます。 

・事業目的の作り方(公開中) 

 https://synapse.am/contents/monthly/m-juku01 

現在：RAM会員 3名、ROM会員 0名 (定員 30名) 

・倒産覚悟の経営のススメ(公開中) 

https://synapse.am/contents/monthly/matsumuratakuya 

現在：会員 8名 (定員 30名) 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. 今後の予定：今週・来週以降 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）6/05 ○作業日 午後新宿方面で面談可 

（火）6/06 ○作業日 午後 15時まで笑恵館で面談可 

（水）6/07 〇作業日 終日御宿 

（木）6/08 ○作業日 終日笑恵館で面談可 

   18-21時 ★まつむら塾（笑恵館） 

（金）6/09 ○作業日 午後笑恵館で面談可 

   19-21時 ★カプラー起業交流会(三茶) 

（土）6/10 ○作業日 19時以降面談可 

   10-15時 ★ニッチ大学③（さくまさんち） 

   https://www.facebook.com/events/822043071295594/ 

（日）6/11 ○作業日 新木場方面で面談可 

   10-17時 ●チャレンジアシスト公開審査会 

   http://www.ys-tokyobay.co.jp/social/ 

 

 

■その後のイベント 

6/13 15-17時 ★日本土地資源協会 経営会議 

6/13 17-19時 ★笑恵館クラブ理事会 

6/16 19-21時 ★第 19回 解決しゃべり会(蛍狩り) 

6/20 16-18時 ★笑恵館を学ぼう 

6/20 18-20時 ★笑恵館・持ち寄り食事会 

6/22 18-21時 ★まつむら塾（笑恵館） 

6/25 10-15時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 5月例会 

6/27 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議 

7/08 10-15時 ★ニッチ大学③（さくまさんち） 

7/13 18-21時 ★まつむら塾（笑恵館） 



7/14 19-21時 ★カプラー起業交流会(三茶) 

 

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

5. アクセスポイント：問い合わせ先 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 taku8823@ezweb.ne.jp 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

    http://shokeikan.com/ 

 

 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9

